
平成 28 年 12 月 26 日臨時市長記者会見資料 

●12 月 22～23 日の大雪への対応について 

 

１ 気象状況（2016 年 12 月 23 日現在）～別添資料 

札幌管区気象台では、12 月 9～10 日に 57cm、12 月 22～23 日に 61cm の降雪がありまし

た。これにより、12 月 23 日には積雪が 96cm に達し、12 月としては 1966 年以来 50 年ぶり

に積雪深が 90cm を超え、市内各所で交通渋滞が発生するなど、市民生活に大きな影響を与

えています。 

この大雪は、過去に運搬排雪を 12 月に前倒しした、平成 24 年度の大雪に匹敵する状況

であります。 

 

２ 札幌市雪害対策連絡会議の開催 

このため、12 月 25 日午前 10 時から、札幌市雪害対策連絡会議（出席者：市長、3副市 

長、市長室長、危機管理対策室長、建設局長）を開催し、大雪による市民生活への影響を 

最小限とするために下記の緊急対策を実施することとし、関係局へ指示をいたしました。 

・ 幹線道路、狭小バス路線における緊急排雪の実施 

・ 雪堆積場のさらなる前倒し開設 

・ 生活道路における交差点排雪の強化 

・ 排雪作業に関して、区を跨いでの応援体制を検討 

 

３ 緊急対策の概要 

(1) 幹線道路、狭小バス路線における緊急排雪の実施 

市内では、12 月 9～10 日にまとまった降雪があり、道路の幅員が狭くなったことか 

ら、公共交通の定時性確保や幹線道路などの交通の円滑化に向け、幹線道路の拡幅除雪 

を進めるとともに、狭小なバス路線などの一部において、例年 1月中旬から行っている 

運搬排雪を前倒して開始(12 月 13 日～)しました。 

12 月 22～23 日の大雪により、幹線道路等の雪山が高くなり拡幅除雪による幅員の確 

保が困難な状況となっています。 

このため、重要な幹線道路や狭小なバス路線について、当初計画とは別に、緊急的に 

12 月中に排雪を行う緊急排雪を追加実施します。 

 (2) 雪堆積場のさらなる前倒し開設 

一般向け雪たい積場は、運搬排雪がピークとなる 1月中旬～2月中旬に開設箇所数を 

確保するため、毎年、3段階に分けて開設していますが、今冬は、下記のとおり、開設 

日を前倒します。 

   ・ 12 月 1 日開設  5 箇所  

   ・ 12 月 20 日開設  15 箇所 ⇒ そのうち 5箇所を前倒し開設（12/15～12/18） 

   ・  1 月 10 日開設  11 箇所 ⇒ 前倒し開設を準備中 

(3) 生活道路における交差点排雪の強化 

生活道路においては、例年、2月から除雪パートナーシップ制度などによる排雪が行 

われますが、前倒しについて検討するとともに、実施までの間、必要に応じて、昨年度 

から実施している交差点排雪を強化し、小学校周辺などに加えて、安全確保のため必要 

な箇所においても追加実施します。 

 



４ 市民の皆様へのお願い 

市民の皆様には、交通渋滞の緩和と円滑な排雪作業の実施のため、下記についてご協力 

をお願いします。 

(1) 自家用車での不要不急の外出は控えてください。 

(2) 交通の確保や円滑な排雪作業の実施のため、道路への雪出しや排雪作業の支障になる 

路上駐車を止めてください。 

 

 

 

 

問い合わせ先 

建設局土木部雪対策室事業課 國兼、中田 

電話：211-2662 ファクス：218－5141






